
 幸崎コミセンだより   

 

 
『
コ
ミ
セ
ン
主
催
講
座
』
開
講
！ 

 

幸
崎
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
の

市
主
催
講
座
と
し
て
『
ヨ
ガ
教
室
』
と
『
歌
謡

教
室
』
が
五
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

 
 

 

 
 

ヨ
ガ
教
室
開
講
式 

 

五
月
七
日(
火)
に
「
ヨ
ガ
教
室
」
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
二
十
七
名
で
、

松
本
久
美
子
さ
ん
を
講
師
に
二
十
回
の
講
座
が

行
わ
れ
ま
す
。 

開
講
式
終
了
後
は
、
ヨ
ガ
で
心
と
体
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸
崎
小
学
校
の 

夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

幸
崎
小
学
校
の
児
童
の
「
お
神
輿
を
担
ぎ

た
い
。
」
と
い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、「
幸

崎
子
ど
も
祭
り
」
を
十
一
月
一
日
（
金
）
に

計
画
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
日
に
披
露
す
る

た
め
、
五
月
九
日
（
木
）
に
、
五
・
六
年
生

が
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
、
仁
田
峠
典
子
さ
ん
ら

三
名
の
講
師
に
、
篠
笛
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
五
年
生
は
真
新
し
い
篠
笛
を
手
に
、
音

だ
し
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
毎
月

一
回
の
ペ
ー
ス
で
指
導
を
受
け
る
予
定
で

す
。 

子
ど
も
お
も
し
ろ
手
芸 

五
月
十
八
日(

土)

か
ら
、
全
４
回
の
子
ど
も

お
も
し
ろ
手
芸
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
師
は
恵
美
依
子
さ
ん
で
第
一
回
は
ビ
ー
ズ

で
ミ
サ
ン
ガ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
と
て
も
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

六
月
一
日
、
六
月
十
五
日
の
講
座
の
参
加
者

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

『
文
化
祭
』
開
催
日
決
定 

 
 

五
月
十
八
日
、
幸
崎
町
生
涯
学
習
推
進
会
議

(

田
坂
勇
議
長)

が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
事
業

計
画
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
幸

崎
町
文
化
祭
』
と
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
平
成

二
十
六
年
二
月
十
六
日
（
日
）
に
決
ま
り
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま

す
。 

幸
崎
コ
ミ
セ
ン
に
忘
れ
物
が
保
管
し
て
あ
り

ま
す
。
帽
子
、
手
袋
、
袋
も
の
、
タ
オ
ル 

歌
謡
教
室
開
講
式 

 

五
月
七
日(

火)

に
「
歌
謡
教
室
」
の
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
三
十
一
名

で
、
西
原
一
満
さ
ん
を
講
師
に
二
十
回
の
講

座
が
行
わ
れ
ま
す
。 

受
講
生
は
五
月
の
時
季
に
ふ
さ
わ
し
い
歌

や
な
つ
か
し
い
童
謡
を
教
室
に
響
か
せ
、
第

一
回
の
教
室
を
終
え
ま
し
た
。 
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